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橋　本　勝　雄　

房総半島中央部の旧石器・縄文石器に関する覚書
−長南町能満寺裏遺跡及び長柄町美佐子遺跡の発掘調査成果から−

(2818)

はじめに
　今回、検討対象とした資料は、筆者が房総半島の中
央部に位置する長南町及び長柄町で、かつて遭遇した
旧石器時代及び縄文時代の石器である。いずれも発掘
資料ではあるが、報告書では未掲載となっていた。
　このうち長南町の資料は、能満寺裏遺跡から出土し
た旧石器と縄文時代の神津島産黒曜石の超大型石核で
ある。後述するように旧石器は長南町初の発見であり、
かつ大型石核の希少価値は高い。また、長柄町の資料
は、美佐子遺跡出土の旧石器時代末期の本ノ木型尖頭
器であり、先に報じられた上落井遺跡とともに本ノ木
型の中でも優品の部類に属する（菅谷ほか1997）。
　本稿では、かかる重要性に鑑み隠れた資料に光を当
て、その歴史的な意義に言及したい。
　なお、執筆に際しては、長南町教育委員会及び長柄
町教育委員会から特段のご配慮により公表のご許可を
賜りました。謹んで御礼申し上げます。

１　長南町能満寺裏遺跡の資料
（１）遺跡の概要（第１・２図）
　能満寺裏遺跡は、一宮川水系の埴生川と長楽寺川の
合流点を東にのぞむ丘陵上に立地する。標高は約40ｍ、
周囲の水田面との比高差は約25ｍである。
　この地域の丘陵は樹枝状に入り組んだ支谷によって
開析され急峻な場合が大半であるが、能満寺裏遺跡の
周辺に限っては台地状の平坦な地形を呈している。
　本遺跡は墓地造成（事業予定地4,377㎡）に伴い、
財団法人総南文化財センターにより1991（平成３）年
～2002（平成14）年に、事業地全体を対象として継続
的に発掘調査が行なわれた。その結果、遺構は、竪
穴住居跡163軒、土坑222基（縄文～古墳時代、中世）、
土坑墓52基（中世末～近世）、溝状遺構（弥生、古墳
時代、近世）のほか古墳が５基検出された。これは面
積に比してきわめて高い遺構密度といえ、この地域で
は居住に好適な平坦な場所が如何に限られていたかを
よく物語っている。
　一方、遺物は、「縄文土器、弥生土器、土師器、須

恵器（古墳時代）、石器類（縄文・弥生時代）、石製及
び土製品紡織具、石製装身具、石製模造品、金属製品

（銅鏃、鉄斧、鑿、刀子等）、陶器、磁器、古銭、煙管
等があるが、その大半は縄文中期、弥生中期後半～古
墳時代中期の土器」であり、総量はコンテナ541箱を
数える（松本1993、風間1994～2003ab）。
（２）資料の紹介（第３図、第１・２表）
　以上の資料群の中では、以下のとおり旧石器・縄文
時代の黒曜石製の大型石核の出土が特筆される。
旧石器時代の石器（第３図、第１表）　過日、実見に
より計５点の所在を確認した。いずれも一次資料では
なく他時期の遺構に混在した状態で出土している。内
訳はナイフ形石器・使用痕ある剥片・石核各1点、剥
片２点となっている。
　第３図１はナイフ形石器である。素材は横長剥片で
あり、二側縁に細かな二次加工が施され切出形に整形
されている。石材は珪質頁岩であるが珪化度が非常に
高くややメノウ質である。２はチャート製の使用痕あ
る剥片である。打面が欠損した縦長剥片ないしは石刃
の二側縁に連続的な刃こぼれが観察される。３はガラ
ス質黒色安山岩製の横長剥片の先端部破片であり、表
面に自然面を大きく残している。４はトロトロ石製の
横長剥片である。表面が自然面であることと形状から、
小型の扁平礫から剥離されたものと考えられる。裏面
の下端部にガジリがみられるが、ほぼ完形である。５
はトロトロ石製の石核である。小型の扁平礫を素材と
して一側縁に交互剥離による大きめの剥離面がみられ
ることから、横長剥片を生産した石核としたが、何ら
かの石器の未成品の可能性もある。
　さて、以上の資料の帰属時期については、出土層位
が不明なため石器そのものの技術形態学的な検討に依
拠せざるを得ない。この観点からすれば、第３図１・
３～５は、下総Ⅱb期（立川ロームⅣ下・Ⅴ層）、第
３図２は下総Ⅱｃ期（立川ロームⅣ層上部）というこ
とになる。
縄文時代の石器（第３図、第２表）　第３図７は、礫
素材（平滑な自然面が部分的に残存）での打面転移が
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第１図　遺跡の位置（1/50,000 茂原）

第２図　長生郡市の地形と遺跡分布（風間2003aを一部改変）

第３図　能満寺裏遺跡の出土石器
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頻繁なサイコロ状の多面体石核で、重さ487.77ｇを測
る超大型のものである。おそらく県内では最大であろ
う。所々に剥片剥離の失敗によって生じたリング状の
敲打痕（パンチマーク）がみられる。石材は黒曜石で
あり、肉眼観察では神津島産として大過ないものと考
える。
　縄文時代の遺構は弥生時代以降の遺構による攪乱に
よって大きく破壊されており、当該資料についても遺
構外（近世の溝）からの出土である点が惜しまれる。
　能満寺裏の縄文石器は剥片石器（石鏃・石鏃未成品、
石錐、楔形石器）と礫石器（定角式磨製石斧（基部破
片）、分銅形打製石斧、礫石斧のほか砥石、石皿、磨
石類、及び石製品（軽石製））に二分されるが剥片石
器の比率が高い。関東では定角式磨製石斧は中期末か
ら一般化し、分銅形打製石斧は中期中葉から晩期にか
けて出現するが、調査者の風間俊人によれば、縄文土
器は加曽利Ｅ式期が主体とされており（風間2003ａ）、
この趨勢とよく合致する。
　剥片石器の素材生産に関しては、在地産の扁平礫を
用いた両極打法と黒曜石の角礫による通常の方法があ
るが、黒曜石の石核の数量は少なく、その多くは遺
跡外に搬出された模様である１）。また、剥片石器の石

器石材には、黒曜石（神津島産、信州系）、チャート、
ホルンフェルス、珪質頁岩、メノウ、流紋岩があるが、
黒曜石とチャートが主体である。このうち黒曜石は神
津島産が優勢であり、信州系は少数派といえる。

２　長柄町美佐子遺跡の資料
（１）遺跡の概要（第２図）　
　美佐子遺跡は６遺跡（美佐子台遺跡、倉沢台第Ⅱ遺
跡、美佐子遺跡、亀ヶ谷遺跡、落井遺跡、上落井遺
跡）からなる長柄山遺跡群の一角をなす。この付近は、
下総台地の南端にあたり、東京湾に注ぐ村田川水系と
太平洋に注ぐ一宮川水系の河川との分水嶺となしてお
り、標高は高所で120ｍ～173ｍを測る。
　発掘調査は、株式会社長柄カントリークラブのゴル
フ場造成計画に伴い、財団法人長生郡市文化財セン
ターにより平成元年７月から平成５年７月に実施され
た。その結果、縄文時代を主体として旧石器時代～弥
生時代の遺構・遺物が発見された。このうち美佐子遺
跡では、縄文時代早期～晩期の遺構・遺物の出土が報
じられている（菅谷ほか1997）。
（２）資料の紹介（第４図）
　当該資料は遺構外出土の本ノ木型尖頭器である（第

第４図　美佐子遺跡出土の本ノ木型尖頭器とその関連資料



— 4 —(2821)

４図１）。両面加工の尖頭器で、細身で比較的肉厚で
ある。ほぼ完形であるが先端と基部右側縁の一部が欠
損（被熱による破砕？）している。図示したように基
部を除く上部（塗りつぶし）に再加工の痕跡が観察さ
れる。また加えて、基部両面が磨耗しているが、部位
と使用痕のかかわりを考慮すれば装着痕の可能性が高
い。石材はホルンフェルスである。
　冒頭にも記したように、同型の尖頭器は指呼の間
にある上落井遺跡でも１点出土している（第４図２）。
当該資料はチャート製で長さ16.1㎝を測る優品である。

３　資料の位置づけとその意義　
（１）旧石器時代の石器
　長生地域の旧石器時代の遺跡については、これまで
茂原市桂遺跡群（津田ほか1990、橋本2023）、長柄町
美佐子台遺跡・上落井遺跡（菅谷ほか1997）、針ヶ谷
遺跡（風間・津田2001）、長柄山遺跡Ａ地点（佐藤・
戸田1977）で出土が報じられていた。今回、これに能
満寺裏遺跡と美佐子遺跡の資料が加わることとなった。
長南町初の旧石器（第３図、第１表）　冒頭にも記し
たように、能満寺裏遺跡の旧石器は長南町初の発見で
あり、その資料的価値はきわめて高い。帰属時期につ
いては、おおむね下総Ⅱｂ期と下総Ⅱｃ期に二分さ
れる（田村・橋本1984）。近隣の類例としては、前者
が桂遺跡群神田第Ⅱ遺跡（第３図６）（津田ほか1990）、
後者が桂遺跡群内野第Ⅰ遺跡ユニット２（津田ほか
1990）及び一宮町遍照寺裏遺跡（橋本2018）がある。
　このように最も古い時期でも後期旧石器時代後半期
であり、比較的新しい段階に偏りを見せている。おそ
らく掘削が及ぶ範囲（地表下50㎝前後）に包含され発
見が容易であったためなのであろう。なお、このうち

下総Ⅱb期は旧石器時代の最盛期であり、県内はもと
より南関東全域で出現率が高くその関連資料は枚挙に
いとまがない。
美佐子遺跡の本ノ木型尖頭器（第５・６図）　本ノ木
型尖頭器は新潟県中魚沼郡津南町に所在する本ノ木遺
跡を標式としており、同遺跡出土の多様な柳葉形の
うち最も特徴的な著しく狭長で両側縁が並行するもの

（「両側縁並行柳葉形尖頭器」）（戸田2000）を指す。本
ノ木型については、筆者もこれまで逐次検討を進め
てきた（橋本2023）。「関連遺跡は、管見では、南関
東（特に古鬼怒川～現相模川）を中心として、美佐子
例を含め都合191か所に達している。列島においては、
木葉形尖頭器の存在は普遍的であるが、柳葉形、中で
も「本ノ木型」は遺跡が少なく、関東を中心として、
かなり局所的である。つまり「本ノ木型」の分布域は、
他の形態（木葉形・柳葉形）とは明らかに異なり、関
東と中部・北陸にほぼ局限されるのである。
　また、つとに知られている新潟方面も、図示したよ
うに本ノ木遺跡を中心としたごく狭い範囲に集中し
ており、しかも本ノ木以外は「単独出土」が散見さ
れるに過ぎない。このような分布状況から、「本ノ木
型」の特殊性がうかがえる。さらにこれに加えて、関
連遺跡が新潟南部・群馬北部を扇のかなめとして南関
東の平野部に向かって放射状に分布していることから、

「本ノ木型」の供給ルートは、ほぼ一方向に固定化さ
れていたものと推測される。そして、美佐子及び上落
井例はほぼその南縁を画する。いずれも搬入形態は製
品であり遺跡内に製作痕跡をとどめていない。また、
本例には基部を除いた器体の大半に再加工（第４図１
b）が施されており、限られた資源の徹底消費のさま
が見て取れる。

第１表　能満寺裏遺跡・美佐子遺跡出土の旧石器と近隣の関連資料
挿図
番号 遺跡名 所在地 出土状態 時期 器種

大きさ（㎝・ｇ）
石材 欠損の状況 文献

長さ 幅 厚さ 重量

第３図１ 能満寺裏 長南町 遺物包含層 旧石器時代後半　　　　　　　
（下総Ⅱb期） ナイフ形石器 3.6 1.5 0.7 3.9 珪質頁岩（メノウ質） 完形品 本書

第３図２ 旧石器時代後半　　　　　　　
（下総Ⅱc期） 石刃 3.5 1.5 0.6 2.9 チャート 打面欠損

第３図３ 旧石器時代後半　　       　
（時期不明） 剥片 3.2 1.5 0.8 3.5 ガラス質黒色安山岩 先端部破片

第３図４ 旧石器時代後半　　　　　　　
（下総Ⅱb期） 剥片 2.9 2.2 1.1 6.6 トロトロ石　　　　　　　　　

（ガラス質デイサイト）先端部（ガジリ）

第３図５ 旧石器時代後半　　　　　　　
（下総Ⅱb期） 石核 5.5 3.3 1.7 38.0 トロトロ石　　　　　　　　　

（ガラス質デイサイト） 完形品

第３図６ 神田山第
Ⅱ 茂原市 立川ロームⅣ下・

Ⅴ層/遺物集中地点
旧石器時代後半　　　　　　　
（下総Ⅱb期） ナイフ形石器 3.7 1.48 0.65 2.80 メノウ 完形品 津田ほか90・

橋本23

第４図１ 美佐子 長柄町 遺物包含層 旧石器時代終末　　　　　　　
（下総Ⅲb期） 本ノ木型尖頭器 8.9 1.9 0.9 12.65 ホルンフェルス ほぼ完形品 本書

第４図２ 上落井 長柄町 遺物包含層 旧石器時代終末　　　　　　　
（下総Ⅲb期） 本ノ木型尖頭器 16.1 2.3 0.9 36.2 チャート 完形品 菅谷ほか97
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第５図　本ノ木型尖頭器関連遺跡分布状況①（全体）　※橋本2023を一部改変
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第６図　本ノ木型尖頭器関連遺跡分布状況②（関東）　※橋本2023を一部改変
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（２）神津島産黒曜石の超大型石核（第７図、第２表）
　南関東では、産地分析による黒曜石の産地別構成比
により、①中期初頭から中期後葉までは神津島産の比
率が高いこと、②中期後葉の前半（加曽利ＥⅠ・Ⅱ式
期）と中期後葉の後半（加曽利ＥⅢ・Ⅳ式期）では利
用される黒曜石の原産地が大きく変化し、前半には神
津島産が多く後半は信州系が卓越することがすでに知
られている（藁科・東村1987、田上2000、三浦ほか
2011、大工原2020）。次に述べる千葉県内の能満寺裏
の関連資料にも、おおむねこの傾向がみられる。
　まず、神津島産が盛行する加曽利ＥⅡ式以前の好例
としては、県内では中期中葉（阿玉台式期）の柏市聖
人塚遺跡例がある（田村ほか1986）（第７図１）。当該
資料の大きさは能満寺裏よりも一回り小さいが、打面
転移が頻繁な多面体のサイコロ状石核であり、かつ素
材は角礫であることなど能満寺裏と同様の技術形態学
的な特徴を有している。
　次いで中期後葉の資料としては、加曽利ＥⅢ式期と
される千葉県酒々井町飯積原山遺跡の大型原石（第７
図３）（木原ほか2015、大工原　2020）、東京都練馬
区天祖神社東遺跡の大型石核（第７図５）（黒尾ほか
1986、三浦ほか2011）が代表的であり、不確定ながら
千葉県流山市市野谷入台遺跡の大型石核（第７図４）

（伊藤ほか1986）にもその可能性がある２）。いずれも
信州産と推定される。
　翻って、風間俊人によれば、能満寺裏遺跡の「縄文
期の集落跡は阿玉台・勝坂期に成立し、加曽利Ｅ期を
中心」としており（風間2003ａ）、中でも加曽利ＥⅡ
式期が最盛期と言われている３）。これに先述の南関東
における黒曜石の産地別構成比を勘案すれば、超大型
石核の帰属時期は、阿玉台式期から加曽利ＥⅡ式期の
いずれかということになる。しかしながら、二次資料
という制約があり、残念ながら時期の特定については
今後の資料の蓄積を待つほかはない。

　なお、現在は遺跡から海岸線まで直線距離で約７～
８㎞を測るが、縄文時代中期にはこの付近にラグーン
が形成されており、海岸線がより間近にあった模様で
ある（第８図）（森脇1979、中島ほか2016）４）。このこ
とは当時の遺跡分布にもよく反映されている（第９
図）。このような古地形を考慮すれば、縄文中期の能
満寺裏遺跡は、神津島産黒曜石の陸揚げ場と目され、
かつ内陸部の遺跡への供給ルートの要のひとつに位置
づけられる。そして能満寺裏の超大型石核はさしずめ
その象徴といえよう。
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賜りました。末筆ながら記して深甚の謝意を表します。
長南町教育委員会、長柄町教育委員会、千葉県教育委員会、風
間俊人、松本昌久、荻澤太郎、麻生順司、萩野谷悟、小川慶一
郎（順不同・敬称略）。　　

註
１）黒曜石製の石核は極めて少ない。神津島産は本例が唯一で

あり、信州系にしても小型例が散見される程度である。
２）飯積原山遺跡では大型原石のほかに小型原石（第7図３ｂ

の右側）も出土している。重さは32.36gを測る。大工原豊に
よれば、信州系の原石については、「30g～100gの小形原石の
流通が一般的」（大工原2020）とされている。氏の見解に準
拠すれば、本例は一般的な原石の状態を指し示しているもの
と考えられる。また、市野谷入台例については石核ではある
が、ほとんど利用されておらずほぼ原石の形状をとどめてい
る。

３）風間俊人氏からご教示。
４）風間俊人氏によれば、当時のおおよその汀線は遺跡から3.5

～４㎞の距離を隔てた、現在の睦沢町川島付近に位置してい
た模様である（第９図参照）。

第２表　能満寺裏遺跡出土の超大型石核と近隣の関連資料
挿図
番号 遺跡名 所在地 出土状態 時期 器種

大きさ（㎝・ｇ）
石材 欠損の状況 文献

長さ 幅 厚さ 重量

第３図７
第７図１ 能満寺裏 長南町 遺物包含層 縄文時代中期

（阿玉台式～加曽利EⅡ式期） 石核 7.7 7.2 6.9 487.8 黒曜石
（神津島産） 完形品 本書

第７図２ 聖人塚 柏市 遺物包含層 縄文時代中期
（阿玉台式期） 石核 6.8 7.8 6.6 421.3 黒曜石

（神津島産） 完形品 田村ほか86

第７図３ 市野谷入台 流山市 遺物包含層 縄文時代
（時期不明） 石核（角礫素材） 5.4 8.6 5.4 296.0 黒曜石

（信州系）
完形品　　　　　　

（接合） 伊藤ほか86

第７図４ 飯積原山 酒々井
町 遺物包含層 縄文時代中期

（加曽利EⅢ式期） 原石（角礫） 6.0 7.0 5.0 296.4 黒曜石
（信州系） 完形品 木原ほか15

第７図５ 天祖神社東 東京都　　　　　　　
練馬区 遺物包含層 縄文時代中期

（加曽利EⅢ式期） 石核(角礫素材） 9.2 6.2 4.2 470.0 黒曜石
（信州系・星ケ塔） 完形品 黒尾ほか86
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第７図　黒曜石製大型石核・原石の関連資料

(2825)
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第９図　「古長生湾」の縄文土器出土遺跡位置図（風間2013）

(2826)

第８図　九十九里浜平野の形成史（森脇1979）
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